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【背景・目的】 

スマートフォン，タブレット端末やゲーム機等で用いられているタッチパネル用の透明導電膜は，

ITO 膜（インジウム－錫酸化物，比率 9:1）が一般的に用いられている．しかし，インジウムはレアメ

タルの中で最も可採年数が短い材料と言われているだけではなく，発がん性を有することから特定化学

物質にも指定されるなど環境的にも問題がある．また，今後の透明導電膜市場の拡大を考えると，代替

材料の開発が急務となっている．代替材料の研究開発は多数行われているが，我々はフレキシブル性に

富むカーボンナノチューブ（CNT）に注目した．CNT 導電膜の活用が可能になれば，コスト的な安定

性だけでなく，各メーカーの経営にも安定感を与えることができる． 
そのため，本研究では CNT の活用技術の開発を目的として，長尺（長さ約 50μm）CNT 分散液を用

い，透明導電膜への活用について研究を進めた．  
 

【得られた成果】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果の応用範囲・留意点】 

 前処理を施すことでフレキシブルシート表面に親水性を持たせ，CNT分散液を塗布させることは可能

であり，引き上げ速度を変化させることで塗布量の制御が可能であることが分かった．今後さらに検討

し，CNT製透明導電膜作製技術を確立することにより，県内企業への普及を目指す．  

 

図 プラズマ処理後の接触角測定結果 

表 引き上げ速度を変化させたときの表面抵抗値測定結果 

１．前処理法の開発 
今回用いたCNT分散液は水溶液であり，フレキシ

ブルシート上に均一に分散しないことが問題点で

ある．そのため，フレキシブルシート表面に親水性

を持たせるために前処理としてプラズマ処理を施

した．親水性の評価はぬれ性の測定（接触角計によ

る測定）により評価した．プラズマ処理が接触角変

化に及ぼす影響について調べた結果を図に示す．未

処理（処理時間0min）では80度以上ある接触角が，

プラズマ処理により急激に減少した． 
 
２．塗布方法の開発 
塗布方法は，ディップコート法を用いた．引き上

げ速度を変化させることによりCNT塗布量を変化

させて透明導電膜を作製し，得られたサンプルの表

面抵抗値を測定した．引き上げ速度と表面抵抗値の

関係を表に示す．引き上げ速度の上昇に伴い，表面

抵抗値が減少していることが分かる．しかし，引き

上げ速度を10mm/secから20mm/secに上げた時には

表面抵抗値に変化は見られなかった．これは今回の

乾燥方法が吊り下げ方式であるため，乾燥過程にお

いてCNT分散液が自重で滑落し，塗布量に変化がな

かったためだと思われる． 
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